
一般ガス料金 元 年 11 月検針分

■ 料金表
※令和元年10月検針分は、消費税法に基づく経過措置により、消費税率8％（旧税率）が適用されます。
（令和元年9月30日以前からご使用されているお客さまに限る。）

（  ）内は消費税等相当額加算前
料金計算式
早収料金＝基本料金＋従量料金単価×ご使用量［円未満切り捨て］
《具体的計算例》

1ヵ月のご使用量が21ｍ3の場合（「料金表C」が適用されます）

早収料金＝ ＋ × 21 ㎥＝ ［円未満切り捨て］
→ ご請求額（消費税込み）

■ 原料価格の変動状況
(1)平均原料価格の実績

 平均原料価格（LNG換算）※1

　LNG平均輸入価格（貿易統計値）
　LPG（プロパン）平均輸入価格（貿易統計値）

 基準平均原料価格（LNG換算）※2

※1 平均原料価格＝LNG平均輸入価格×0.9273※3＋LPG平均輸入価格×0.0775※4 ［10円未満四捨五入］
※2 基準平均原料価格は、料金改定時に設定した原料価格（本市は平成26年9～11月の3ヶ月間の平均値）
※3 原料のLNG構成比率
※4 原料のLPG構成比率に、LPGからLNGへの換算係数を加味したもの

(2)1m3あたりの単位料金調整額の算定方法
①原料価格変動額の算定

（平均原料価格）－ （基準平均原料価格）＝ [100円未満切捨て] 

②1m3あたりの単位料金調整額の算定（消費税抜き）
（原料価格変動額）/100円× ※1 ＝ ※2

※1 変動額100円につき単位料金を1㎥あたり0.082円調整
※2 マイナス調整の時は小数第3位を切り上げし、プラス調整の時は小数第3位を切り捨てる

(3)1m3あたりの単位料金調整額の比較（対前月／税抜き）

(4)平均的なガス使用量のご家庭（21m3/月）※における影響額（一般料金：税込）

※  21m3／月は、家庭用のお客さま1件あたりでの平均ガス使用量
   （平均ガス使用量は、平成18年度～平成22年度の5ヵ年平均により算定しています）

令和

1ヵ月の

ご使用量

基本料金
（参考）

11月分 10月分
従量料金単価 従量料金単価

【1ヵ月につき】 【1m3につき】 【1m3につき】

Ａ 0～10m3 682.00円 240.5480円 236.0880円
(620円) (218.68円) (218.60円)

Ｂ 11～20m3 704.00円 238.3480円 233.9280円
(640円) (216.68円) (216.60円)

Ｃ 21～60m3 979.00円 224.5980円 220.4280円
(890円) (204.18円) (204.10円)

Ｄ 61～130m3 1,100.00円 222.5850円 218.4516円
(1,000円) (202.35円) (202.27円)

Ｅ 131m3～
1,815.00円 217.0850円 213.0516円
(1,650円) (197.35円) (197.27円)

54,070円/ﾄﾝ 53,430円/ﾄﾝ

890円 204.18円 5,177円
5,694円

令和元年6月～令和元年8月 令和元年5月～令和元年7月

（11月検針分に適用） （10月検針分に適用）

53,830円/ﾄﾝ 53,690円/ﾄﾝ

47,630円/ﾄﾝ 53,490円/ﾄﾝ
89,530円/ﾄﾝ

53,830円/ﾄﾝ 89,530円/ﾄﾝ ▲35,700円/ﾄﾝ

▲35,700円/ﾄﾝ 0.082 ▲29.28円/㎥

令和元年11月分 令和元年10月分
差額(A)－(B)

調整額(A) 調整額(B)

21m3 5,694円 5,590円 +104円

▲29.28円/㎥ ▲29.36円/㎥ +0.08円/㎥

月間ご使用量
令和元年11月分 令和元年10月分 影響額

+1円 +103円

（A）ー（B）適用料金（A） 適用料金（B）
原料費調整分 増税影響分


